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か
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推
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市
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
発
展
の
た
め
に
い
さ
さ
か
寄
与
し
、
本
市
の
輝
か
し
い
未
来
と

限
り
な
き
前

悪
溌
垂
市
政
発
展
の
た
め
に
努
力
を
進
の
た
め
に

す
。
こ
ん
心
の
努

昭
和
四
十

市
長
安
村
篤
騨
轆
竪

二
年
の
輝
や

か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

た
り
、
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
市
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

し
上
げ
る
総
会
を
得
ま
し
た
こ
さ
て
、
先
般
の
市
長
選
挙
に
も
今
後
と
も
市
政
の
上
に
絶
え

と
を
心
か
ら
喜
ん
で
い
る
次
才
詫
睦
鋤
維
娃
痙
か
壼
葬
浄
諦
砥
ざ
る
ご
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
格

子
》
手
Ｏ
謹
ん
で
慶
祝
の
意
を
表
す
と
た
だ
き
、
今
後
の
市
政
を
あ
ゞ
つ
段
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り

と
も
に
、
新
し
い
年
も
ま
た
、
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
す
よ
う
念
願
い
た
し
ま
し
て

豊
か
で
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
、

私
は
診
」
の
新
し
い
年
を
迎
え
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
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つ
つ
し
ん
で
市
民
の
み
な
さ
な
市
政
実
現
の
た
め
全
身
全
霊
は
執
行
機
関
と
密
接
な
連
継
を

保
ち
つ
つ
、

溌
器
癖
よ
り
住
み
よ
い
、
よ
り
美
し
い
よ
り
住
み
よ

い
よ
り
美
し

町
づ
く
り
の
た
め
に

年
の
ご
あ
い

い
街
を
つ
く

ざ
つ
を
申
し

市
議
会
議
長
豊
田
武
門
卸
祁
球
唾
弛

上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
一
年
も
諸
事
多
端
を
傾
倒
い
た
し
信
頼
に
こ
た
え
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
鞭
燵
を
い

の
ら
ち
に
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
た
い
と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
た
だ
き
、
市
議
会
議
員
諸
公
と

去
り
、
こ
こ
に
希
望
多
き
昭
和
す
。
共
に
転
責
を
十
分
果
し
た
い
念

ご
承
知
の
よ
う
に
当
市
は
市
願
で
お
り
ま
す
の
で
、
よ
る
し

四
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
ま
し

制
施
行
以
来
本
年
で
十
三
年
目
く
変
ら
ざ
る
ご
支
援
ご
指
導
を

た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
に
は
い
り
ま
し
た
。
そ
の
問
市
お
願
い
し
、
併
せ
〒
皆
様
の
ご

あ
げ
ま
す
。
政
は
着
々
と
進
展
し
と
く
に
教
健
康
を
衷
心
よ
り
祈
念
し
年
頭

さ
て
、
私
旧
年
十
二
月
の
定
菅
施
設
の
充
実
、
環
境
衛
生
の
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
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本
市
が
繁
栄
の
た
め
躍
進
の
年
ろ
に
あ
た
り
、
新
し
い
使
命
を

で
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
覚
え
、
新
し
い
意
欲
を
示
し
、

せ
ん
。
年
頭
に
あ
た
り
、
過
去
私
が
市
民
各
位
に
約
束
し
ま
し

の
市
政
を
ふ
り
か
え
り
ま
し
て
方
。
ダ
ム
の
建
設
、
卜
水
道
の

幸
い
過
去
八
年
間
、
市
民
各
位
完
備
、
団
地
の
造
成
、
住
宅
建

の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
設
、
教
育
施
設
の
充
実
、
農
林

り
、
か
つ
市
議
会
の
非
常
な
る
業
の
近
代
化
等
の
施
策
に
対
し

例
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
議
会
向
上
、
農
林
業
の
発
展
、
建
設

の
絶
大
な
る
ご
支
持
を
受
け
、
事
業
の
充
実
、
強
化
さ
れ
て
い

市
議
会
議
長
の
重
責
を
負
う
こ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
ご
同
慶

と
に
な
り
ま
し
た
。
に
た
え
ま
せ
ん
。

私
は
も
と
よ
り
徴
力
短
才
そ
し
か
し
な
が
ら
本
市
が
今
後

の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
み
な
果
す
べ
き
事
業
は
山
積
し
て
お

さ
ま
の
手
厚
い
ご
支
援
と
ご
鞭
り
ま
す
。

健
に
よ
り
ま
し
て
、
清
新
明
朗
こ
の
時
に
あ
た
り
、
私
ど
も
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' ' 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 11 1 1 1' ' 11 1 1Ⅱ| l 11 Il l 11 1 11 1 IIl l 11 1 1Ⅲ' ' ' 11Ⅲl 111 1 Iil ll l ll ll lⅢ1ⅢlnIl 1111ⅢIⅢⅢⅢIⅢ11Ⅲ11Ⅲ' ' ' 1Ⅱ11| |ⅢⅢ' ''' 1ⅢI

こ
れ
か
ら
四

年
間
、
私
た
ち

の
代
表
と
し
て

市
政
に
た
ず
さ

わ
る
市
民
注
目

の
市
長
選
挙
は

ざ
る
十
二
月
二

日
市
内
二
十
一

カ
所
の
投
票
所

で
行
わ
れ
、
即

日
開
票
の
結
果

市
長
に
安
村
篤

氏
が
三
た
び
当

選
し
ま
し
た
。

深
か
っ
た

選
挙
へ
の
関
心

▽
…
：
開
票
は

同
目
午
後
八
時

か
ら
市
役
所
大

会
議
室
千
行
わ

れ
、
十
一
時
す

ぎ
別
項
の
と
お
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|北 方
り
最
終
得
票
数
が
決
定
し
ま
し

た
。▽
…
・
・
こ
ん
ど
の
投
票
状
況
を

み
る
と
、
投
票
率
は
実
に
八
六

．
二
三
％
と
い
う
高
い
投
票
率

を
示
し
、
今
ま
で
の
市
長
選
挙

に
み
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
、
深

い
選
挙
へ
の
関
心
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

、

／
…
…
・
…
。
：
：
…
・
…
…
・
・
…
、

唖
得
票
総
数

》
七
七
六
○
票
安
村
篤
》

（
無
所
属
）
“

》
四
六
八
一
票

矢
代
光
史
》

（
無
所
属
）
“

釦
三
七
二
一
票

鈴
木
一
司
》

（
自
由
民
主
党
）
咄

．
批
効
一
二
七
票
。

、
．
…
：
；
．
：
：
…
：
。
：
…
…
・
・
・
／

上手 倒才三

囹
二
十
九
日
ル
ス
の
人
は

不
在
者
投
票
を

投
票
は
原
則
と
し
て
投
票
当

日
投
票
所
へ
い
っ
て
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
例
外
と
し
て

次
の
事
が
ら
に
該
当
す
る
人
は

選
挙
公
示
日
一
月
八
日
か
ら
投

票
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

Ｈ
選
挙
人
が
高
萩
市
の
区
域

外
に
お
い
て
職
務
ま
た
は
、

業
務
に
従
事
中
で
あ
る
べ
き

差
」
‐
〆
）
回

国
選
挙
人
が
や
む
を
え
な
い

用
務
ま
た
は
、
事
故
の
た
め

市
の
区
域
外
に
旅
行
中
主
た

は
滞
在
中
で
あ
る
こ
と
。

同
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、

雌
娠
、
不
具
若
し
く
は
産
前

落 累

衆
議
院
議
員
総
選
挙

公
示
は
一
月
八
日
投
票
日
一
月
二
十
九
日
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産
後
に
あ
る
た
め
歩
く
こ
と
上
の
㈲
、
目
、
国
の
理
由
で
不

が
、
い
ち
じ
る
し
く
困
難
で
在
者
投
票
を
す
る
人
は
そ
の
事

あ
る
と
き
。
由
に
よ
っ
て
社
長
、
そ
の
代
理

右
の
場
合
の
者
で
、
す
で
に
者
、
病
院
長
、
市
町
村
長
、
官

入
院
中
で
あ
る
者
は
、
そ
の
公
署
の
長
の
証
明
書
が
必
要
で

入
院
し
て
い
る
病
院
が
、
不
す
が
、
そ
の
用
紙
は
選
挙
管
理

在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
に
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

指
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
他
詳
細
な
点
に
つ
い
て

そ
の
病
院
長
に
申
し
出
れ
ば
は
巽
挙
管
理
委
員
会
に
お
た
ず

そ
の
病
院
で
投
票
が
で
き
ま
ね
下
さ
い
・

す
。
※
市
内
の
指
定
病
院

た
だ
し
指
定
を
受
け
て
い
な
○
高
萩
協
同
病
院

い
病
院
に
入
院
中
の
人
は
、
○
医
療
法
人
高
萩
寛
仁
会
高

歩
行
不
可
能
な
人
で
も
市
の
萩
病
院

選
挙
管
理
委
員
会
へ
出
頭
し
県
会
議
員
に
鈴
木
重
光

た
け
れ
ば
不
在
投
票
は
で
き
氏
が
無
競
争
当
選

ま
せ
ん
。

ま
た
、
投
票
Ｒ
前
生
で
に
入
県
議
選
の
立
候
補
届
け
出
は
十

院
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
、
二
月
二
十
七
日
午
後
五
時
で
締

出
産
予
定
日
が
投
票
Ｈ
頃
に
め
切
ら
れ
定
数
以
上
の
立
候
補

な
る
人
は
病
院
長
叉
は
助
産
者
が
出
な
か
っ
た
高
萩
市
は
一

婦
等
の
証
明
書
を
持
参
し
、
月
八
日
の
投
票
日
，
を
言
た
ず
鈴

本
人
が
市
の
選
挙
管
理
委
員
木
重
光
氏
が
当
選
上
き
ま
り
ま

会
へ
出
頭
し
て
下
さ
い
。
し
た
。
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《
《
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Ⅱ

守

口

ｑ

ｌ

４

ざ
る
十
二
月
十
九
日
か
ら
こ
く

十
一
日
ま
で
開
か
れ
た
定
例
市
一

議
会
に
お
い
て
正
副
議
長
柄
改
》

選
が
行
わ
れ
、
議
長
に
豐
田
武
〉

門
氏
、
副
議
長
に
大
久
保
清
氏
》

が
選
任
さ
れ
手
し
た
。
《

（
写
頁
倣
大
久
保
清
氏
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《
《
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黒い霧晴らす力だこの一票

よく選べ政治が悪いという前に

よい人を選ぶ約束パパとママ

新年名刺交換会のお知らせ

1月4日午前10時市役所へ

昭和42年の新春を祝う新年名刺交換会を1月4日に行
います。

市の発展とお互いの健康を祝し、親睦を深めるために
ぜひご出席下さい。ご出席の方は300円を当日ご持参下
さ． ．。なお出席者には名接をお渡しします。
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今
春
四
月
に
小
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
子
供
さ
ん
の
健
康
診
断

が
一
月
中
に
各
灸
の
小
学
校
で

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
健
康
診
断

は
市
教
育
委
員
会
が
学
校
保
健

法
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
も
の

で
、
入
学
前
に
あ
ら
か
じ
め

入
学
予
定
者
の
催
康
状
態
を
把

握
し
保
健
上
適
正
な
就
学
を
凶

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

ま
す
。
診
断
内
容
に
つ
い
て
は

各
保
護
者
宛
に
発
送
し
た
通
知

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
知

能
検
査
、
内
科
、
眼
科
、
歯
科

そ
の
他
全
般
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て

は
各
学
校
か
ら
通
知
か
あ
り
ま

す
の
で
疾
病
、
異
常
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
入
学
前
に
治
療

嫡
正
を
行
い
元
気
な
婆
で
入
学

新
入
学
児
の
健
康
診
断
は

必
ず
受
け
ま
し
よ
う

出
来
る
よ
う
心
掛
け
て
下
さ
い

な
お
就
学
時
健
康
診
断
通
知

書
は
就
学
届
も
兼
て
お
り
ま
す

の
で
記
載
事
項
に
誤
り
が
な
い

か
ど
う
か
確
認
さ
れ
当
日
こ
の

通
知
書
を
持
参
し
て
受
付
へ
お

出
し
下
さ
い
。

昭
和
四
十
二
年
度
小
学
校
入

学
該
当
者
は
昭
和
三
十
五
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
六
年
四

月
一
日
迄
に
出
生
し
た
者
及
び

昨
矩
病
気
等
に
よ
り
就
学
猶
予

し
た
者
で
当
市
に
住
ん
で
い
る

者
が
該
当
致
し
ま
す
。
こ
の
在

査
は
昨
年
の
十
二
月
一
日
現
在

で
住
民
登
録
を
基
に
し
て
調
査

し
そ
の
後
他
市
か
ら
転
入
し
て

き
た
方
や
市
内
で
住
居
移
動
を

し
た
方
に
つ
い
て
は
一
応
十
二

月
末
日
抑
調
査
を
い
た
し
ま
し

昭
和
二
十
一
小
四
凡
二
日
よ
り

昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
既
に
二
十
戯

に
達
し
た
人
と
こ
れ
か
ら
二
十

歳
に
達
す
る
人
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
年
令
区
分
を
学

令
年
度
に
し
て
、
同
窓
生
か
同

じ
年
に
成
人
式
に
会
合
出
来
る

よ
う
に
し
て
あ
る
か
ら
で
す
。

卒
業
以
来
久
し
く
会
わ
な
か

っ
た
友
達
も
大
勢
集
る
こ
と
で

の成人式より心の成人式を形 就
学
時
健
康
診
断
の
日
程

上
君
田
小
一
月
十
七
日

成
人
を
迎
え
る
人
々
の
た
め
に

一
月
十
五
日
は
国

民
の
祝
日
で
す
。
こ

の
日
は
新
ら
た
に
成

人
に
な
ら
れ
た
人
の

た
め
に
、
社
会
人
と

な
っ
た
こ
と
を
自
覚

し
、
自
ら
生
き
抜
こ

う
と
す
る
青
年
を
祝

い
励
ま
す
意
義
深
い

国
民
の
祝
日
で
す
。

当
市
に
お
い
て
は

一
月
十
五
日
（
日
睡

日
）
市
主
催
に
よ
る

成
人
式
を
高
萩
市
公

会
堂
に
於
い
て
午
前

十
時
三
十
分
よ
り
挙

行
い
た
し
ま
す
。

本
年
の
該
当
者
は

た
も
し
洩
れ
て
通

知
書
の
届
か
な
い

時
は
市
教
育
委
員

会
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。

７
ｆ
ヒ
レ
十
二
月
末
ま
で
に
届
い
て
い

筈
で
あ
り
ま
す
が
、
調
査
も

す
か
ら
、
出
釆
る
だ
け
多
数
参

加
出
来
る
よ
う
、
本
人
や
家
庭

は
勿
論
、
職
場
、
事
業
所
等
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
人
者
に
対
す
る
案
内
状
は

教
育
委
員
会
へ
照
会
下
さ
い

成
入
と
な
っ
た
意
見
や
今
迄
感

望
の
方
は
ご
遠
慮
な
く
ご
出
席

な
お
高
萩
市
に
住
民
登
録
し

て
い
な
く
て
も
、
帰
省
そ
の
他

で
高
萩
市
の
成
人
式
に
参
加
希

じ
て
い
た
こ
と
、
考
え
て
．
い

こ
と
の
発
表
を
行
っ
て
貰
い

下
さ
い
・

本
市
に
於
て
は
、
成
人
式

派
に
成
長
さ
れ
た
青
却
を
広
く

一
般
の
人
に
認
識
し
て
戴
く
よ

う
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

発
表
者
を
募
集
い
た
し
て
お
り

ま
す
か
ら
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
内

容
は
、
○
こ
ん
な
仕
事
に
一
生

を
捧
げ
た
い
○
職
場
で
考
え
る

こ
と
○
農
村
に
生
き
る
○
わ
た

し
の
訴
え
た
い
こ
と
○
選
挙
権

を
得
て
思
う
こ
と
等
で
十
分
か

秋高東松横下
君

山萩 岡川田
小小小小小小

め
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

一
月
十
七
日

一
月
十
七
日

一
月
十
八
日

一
月
十
九
日

一
日
］
一
十
［
ロ

一
月
二
四
日

V マ

ォLC立た {と

ら
二
十
分
位
に
ま
と
め
て
下
さ

い
。
高
萩
市
民
の
皆
さ
ん
来
る

一
月
十
五
日
の
成
人
の
日
に
は

各
戸
に
日
の
丸
の
旗
を
か
上
げ

て
市
民
挙
っ
て
成
人
の
門
出
を

祝
っ
て
下
さ
い
。

、 、、 、

カ
ン
、
カ
ン
）
ル
遮
断
機
が

自
動
的
に
併
用
さ
れ
た
も
の

で
、
脳
切
保
安
掛
は
従
来
ど

お
り
お
り
ま
す
が
警
報
機
が

鴫
勤
し
ま
す
と
遮
断
機
か
下

十
二
月
二
十
四
日
十
五
時

か
ら
浜
野
町
踏
切
（
高
萩
中

へ
通
す
る
踏
切
）
が
自
動
化

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
警
報
機
（
カ
ン

Ｉ
い
た
し
ま
す

募
集
人
員
百
二
十
名

応
募
資
格
当
市
内
に
居
住

し
、
昭
和
四
十
二
年
四
月

一
日
ま
で
に
満
五
才
と
な

る
者
。

募
集
期
間
昭
和
四
十
二
年

二
月
十
三
日
か
ら
十
九
ま

で
七
日
間

応
募
手
続
、
保
護
者
は
、

所
定
の
入
園
願
に
住
民
票

浜
野
町
踏
切
道
が
自
動
化
に

市
立
才
一

幼
稚
園
で
は

次
の
要
領
で

園
児
を
募
集

幼
稚
園
の
入
学
案
内 口

り
ま
十
の
で
注
意
し
て
下
さ

。
■
●
■
■
③
①
■
●

い
、
叉
警
報
機
が
広
り
だ
し

●
④
●
■
色
●
●
①
■
咽
●

た
ら
絶
対
に
踏
切
に
立
入
ら

■
■
等
■
ｑ
■
●
●
●
●

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

火
災
警
報
解
除
の

信
号
が
変
更
に
／

今
回
火
災
警
報
信
号
の
演
習

吹
鴫
の
結
果
、
解
除
の
信
号
を

つ
ぎ
の
と
お
り
、
あ
ら
た
め
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
解
除
の
と
き
の
サ
イ
レ
ン

連
続
吹
鳴
一
分
間
一
回

｜
分
間

勝
本
一
通
を
添
え
、
本
園

へ
提
出
す
る
。

一
、
許
可
の
条
件
幼
児
の
身

体
が
強
健
で
、
伝
染
性
疾

患
を
有
し
た
い
こ
と
。
通

園
に
む
り
が
か
か
ら
な
い

こ
と
、
保
護
者
が
、
授
業

料
、
そ
の
他
の
経
費
を
、

納
期
日
ま
で
に
完
納
で
き

る
こ
と
。

備
考
希
望
者
は
、
二
月
一

日
以
後
、
募
集
締
切
り

日
ま
で
の
間
に
、
来
園

の
上
、
用
紙
を
受
取
り

応
募
の
手
続
を
と
る
こ
と
。

み
ん
な
の
注
意
で

踏
切
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

、
水
戸
鉄
道
管
理
局
平
保

線
区
長
）

－461－
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福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金
法
㈲
障
害
の
程
度

が
実
施
さ
れ
、
す
で
に
高
令
者
一
級
．
．
…
・
自
分
で
日
常
生
活

（
七
十
才
以
上
）
身
体
障
害
者
の
用
を
す
る
こ
と
が
で

（
一
級
）
母
子
世
帯
（
夫
と
死
き
な
い
状
態

別
）
な
ど
の
状
態
に
あ
っ
た
人
㈲
年
令
の
範
囲

は
支
給
の
対
象
に
な
っ
て
、
現
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以

汪
受
給
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
前
に
生
れ
た
人

し
か
し
一
般
に
知
ら
れ
て
な
二
十
才
未
満
で
障
害
の
状
態

い
の
が
、
拠
脳
年
金
が
開
始
ざ
に
あ
る
人
は
二
十
才
に
な
つ

れ
た
時
（
三
十
六
年
四
月
一
日
た
時
受
給
権
者
に
な
り
ま
す

当
時
五
十
才
以
上
）
国
民
年
金
㈲
精
神
障
害
者
、
結
核
障
害

に
加
入
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
者
の
内
部
障
害
は
、
た
と
え

つ
た
人
で
も
次
の
要
件
に
該
当
重
度
の
障
害
で
あ
っ
て
も
昭

す
れ
ば
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
和
三
十
九
年
七
月
三
十
一
日

す
。
ま
で
は
支
給
の
対
象
に
な
つ

◎
該
当
者
は
一
ｉ
一
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

㈹
障
害
の
範
囲
法
改
正
に
よ
り
、
昭
和
三
十

拠
出
年
金
と
同
じ
九
年
八
月
一
日
よ
り
支
給
の

あ
な
た
の
老
後
を
ま
も
る

〈
福
祉
年
金
と
は
〉

㈹
所
得
の
制
限
す
。

本
人
は
二
四
万
円
㈲
公
的
年
金
制
限
額

扶
養
義
務
者
は
普
通
恩
給
二
万
四
千
円

一
人
’
四
七
万
四
千
五
百
円
戦
争
公
務
扶
助
料
十
万
二
千
Ⅲ

二
人
’
五
二
万
一
千
七
百
五
五
百
円
以
下
で
あ
れ
ば
受
Ⅲ

拾
門
け
ら
れ
ま
す
。

三
人
’
五
六
万
九
千
円
な
お
詳
し
い
こ
と
は
市
民
課
Ⅲ

以
下
で
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
年
金
係
へ
ご
相
談
下
さ
い
。
‐

一
…
麟
磁
鵠
噸
岨

稗
、
■
■
屯
毎
Ｆ
こ
〃
■
Ｌ
■
夕
口
、
ご
厚
堅
■
Ｆ
巳
珀
″
■
も
夕
Ｐ
ご
巳
〃
臥
寸
■
ぽ
画
夕
戸
込
■
宜
虹
屯
ヰ
タ
弓
勾
〃
己
宅
Ｐ
区
画
ダ
ダ
巳
日
夕
巳
■
夕
■
込
幻
毎
、
、
ロ
色
ｎ
年
■
、
グ
″
己
■
ご
丘
も
ゲ
ダ
ヒ
Ｅ
■
旺
石
ａ
ｒ
凸
心
夕
心
身
Ｆ
且
、
ゴ
ロ
、
且
夜
己
争
。
■

昔
か
ら
「
油
断
大
敵
、
火
が
火
を
入
れ
る
と
き
、
仕
事
を
す
Ⅲ

ぼ
う
ぼ
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ
ろ
と
き
、
何
ん
で
も
そ
の
「
は
叩

り
、
ま
た
「
火
事
は
そ
の
身
の
じ
め
」
と
そ
の
「
お
わ
り
」
に
Ⅲ

油
断
か
ら
」
と
い
わ
れ
て
お
り
火
の
元
を
た
し
か
め
る
こ
と
を
Ⅲ

主
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

Ⅱ

こ
れ
に
つ
い
て
、
県
立
高
萩
肌

も
、
転
場
で
も
冬
を
む
か
え
油
工
業
高
校
で
は
、
校
長
先
生
の
皿

断
は
な
い
こ
と
塁
思
い
ま
す
。
》
」
指
導
に
よ
っ
て
、
実
験
室
を
Ⅲ

し
か
し
、
人
間
は
、
い
つ
も
出
る
と
き
は
、
「
ガ
ス
、
水
道
Ⅲ

緊
張
ば
か
り
、
注
意
ば
か
り
し
電
気
」
と
い
り
合
言
葉
を
と
な
岬

て
い
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
え
な
が
ら
、
教
室
の
ガ
ス
の
元
川

ん
、
時
に
は
伸
び
た
り
、
時
に
栓
、
水
道
の
蛇
口
、
電
気
の
．
川

は
ち
ぢ
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
大
ン
セ
ッ
ト
を
点
検
さ
れ
て
い
る
Ⅲ

切
で
す
。
そ
う
で
す
が
、
大
変
良
い
習
慣
川

た
ま
に
ほ
映
画
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
ま
に
は
気
晴
ら
し
が
し
た
い
私
ど
も
も
、
こ
れ
か
ら
寒
さ
恥

の
が
本
当
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
む
か
い
お
互
い
に
「
火
の
用
叩

に
ち
ょ
っ
と
の
油
断
か
ら
家
を
心
」
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
、
戸
Ⅲ

焼
い
た
り
、
ち
ょ
っ
と
の
不
注
じ
ま
り
も
忘
れ
ず
に
、
即
ち
、
脈

意
か
ら
車
に
は
ね
ら
れ
て
は
、
「
ガ
ス
、
電
気
、
戸
じ
正
り
」
川

元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
を
ル
な
え
な
が
ら
火
の
用
心
″
Ⅲ

そ
こ
で
私
は
、
常
に
油
断
を
／
…
…
・
…
：
・
・
：
：
；
：
：
・
・
；
．
．
、
皿

す
る
な
で
は
な
く
、
物
事
の
一
消
防
出
そ
め
式
》

「
は
じ
め
」
と
「
お
わ
り
」
に
》
と
き
・
：
一
月
十
日
・

注
意
す
る
習
慣
に
つ
い
て
お
互
一

午
前
九
時
》
叩

い
も
う
一
度
考
え
て
み
る
こ
と
“
“
と
こ
ろ
：
・
有
明
町
“
叩

を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
“
Ⅱ

寝
る
と
き
、
出
る
と
き
、
マ
佃
鍛
嬢
よ
り
海
岸
へ
通
ず
る
一
叩Ⅱ

ツ
チ
を
す
る
と
き
、
こ
た
つ
に
、
。
…
：
…
…
…
、
、
：
、
。
：
。
；
。
：
。
／
川

保
険
金
を
支
払
わ
れ

る
と
き
．
同
時
に
ま
と
め
て
配

当
金
が
つ
い
て
く
る
が
、
こ
れ

を
大
巾
に
増
や
し
た
。
（
五
万

円
の
保
険
金
だ
っ
た
ら
約
二
万

は
現
在
全
世
帯
の
六
割

近
く
加
助
入
し
契
約
件

数
四
千
百
万
件
保
険
金

四
兆
三
千
億
円
と
い
う

隆
盛
な
普
及
振
り
を
見

て
い
る
こ
と
は
誠
に
ご

同
慶
の
い
た
り
で
あ
り

ま
す
。こ
の
こ
と
は
、
国
民

生
活
の
安
定
と
福
祉
の

増
進
を
は
か
る
と
い
う

簡
易
保
険
の
使
命
に
ふ

さ
わ
し
い
郵
便
局
の
加

入
者
サ
ー
ビ
ス
が
広
く

国
民
に
親
し
ま
れ
愛
さ

れ
て
き
た
証
左
で
あ
り

ま
し
よ
り
。

「
郵
便
局
の
簡
易
保

険
」
に
は
い
ろ
い
ろ
の

特
典
が
あ
る
こ
上
は
す

で
に
ご
承
知
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
が
創
業

五
十
周
年
を
記
念
し

て
、一
、
満
期
や
死
亡
で

市
民
の
皆
さ
ん
、
「
郵
便
局
円
位
）

の
簡
易
保
険
」
は
、
大
正
五
年
一
、
終
身
保
険
で
も
加
入
し
て

十
月
一
日
全
国
の
郵
便
局
で
開
か
ら
二
十
年
た
っ
て
七
十
才
に

始
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
ま
寸
か
な
る
と
保
険
料
の
払
込
み
は
免

ら
本
年
は
ち
ょ
う
ど
五
十
周
年
除
に
な
る
。

の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
事
（
何
才
で
加
入
し
て
も
八
十
才

に
な
り
ま
す
。
に
な
る
と
同
じ
よ
う
に
免
除
に

世
界
に
比
類
な
し
と
賞
讃
さ
な
る
）

れ
な
が
ら
、
国
営
生
命
保
険
と
一
、
加
入
し
て
か
ら
六
ケ
月
以

し
て
躍
進
し
て
き
た
簡
易
保
険
内
で
不
幸
に
し
て
亡
く
な
っ
た

鰯 鋪雛 層隙簡 険 息霊遥 藩掴
'

上
と
も
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
守
る
次
矛
で
す
。

高
萩
郵
便
局

加
入
者
の
会

会
長
岩
本
啓
治

場
合
、
保
険
金
の
三
割
を

支
払
う
。
と
い
う
よ
う
に

加
入
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。簡
易
保
険
の
一
兆
三
千

億
円
と
い
う
よ
う
な
積
立

金
は
、
地
方
公
共
団
体
を

通
じ
て
融
資
さ
れ
て
お
り

当
市
と
し
て
も
学
校
の
新

改
築
、
住
宅
の
建
設
等
に

約
九
四
○
○
万
円
融
通
を

受
け
市
民
の
福
祉
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
簡
易
保
険
で
は
、
近
く
成

人
病
セ
ン
タ
ー
を
ど
し
ど

し
建
設
し
て
加
入
者
の
健

康
を
一
層
お
守
り
し
た
い

と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
郵

便
局
で
は
た
だ
今
、
簡
易

保
険
創
業
五
十
周
年
を
記

念
し
て
一
人
一
口
加
入

運
動
を
実
施
中
で
す
。

明
る
い
家
庭
を
つ
く
り

一
幸
せ
を
守
る
簡
易
保
険

、
に
加
入
し
て
社
会
の
役

に
も
立
つ
よ
う
、
こ
の
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